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令
和
７
年
第
１
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
保
育
園
留
学
事
業
が
「
全
国
過

疎
地
域
連
盟
会
長
賞
」を
受
賞
し
、

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、

環
境
省
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
が
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
事
業
が
高
く

評
価
さ
れ
、
着
実
に
歩
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

う
ず
ら
温
泉
の
客
室
等
の
改
修
の

ほ
か
、
道
の
駅
物
産
セ
ン
タ
ー
の

改
修
計
画
に
も
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
町
の
魅
力
を
創
出
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

町
長
に
就
任
し
て
３
年
目
の
今

年
は
、
公
約
の
着
実
な
推
進
と
さ

ら
に
新
た
な
施
策
に
取
り
組
み
、

引
き
続
き
、町
民
皆
様
が
、真
に
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
国
の
一

般
会
計
予
算
案
は
、
与
党
案
で
は

１
１
５
兆
２
千
億
円
程
度
で
、
当

初
予
算
と
し
て
は
３
年
連
続
で
１

１
０
兆
円
を
超
え
、
過
去
最
大
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
債
の
発
行
額
は
前
年

に
比
べ
６
兆
円
ほ
ど
減
り
ま
す

が
、
財
源
の
４
分
の
１
を
国
債
に

頼
る
構
造
は
変
わ
ら
ず
、
国
債
の

償
還
費
の
増
大
等
に
伴
い
、
政
策

的
な
経
費
に
使
え
る
予
算
が
縮
小

し
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

石
破
首
相
は
、
通
常
国
会
の
施

政
方
針
演
説
で
、「
地
方
創
生
」
を

「
令
和
の
日
本
列
島
改
造
」
と
位

置
付
け
て
「
地
方
創
生
2.0
」
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
食
料
品
等

の
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
ガ
ソ
リ

ン
や
灯
油
価
格
の
高
騰
が
国
民
の

家
計
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
対
策
が
急
が
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
は
、
本
町
歳
入
の
半
分
近
く
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
出
口
ベ
ー

ス
で
前
年
対
比
1.6
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て

は
、
水
道
設
備
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
更
新
や
大
型
事
業
実
施
に　

伴
う
起
債
の
償
還
、
施
設
管
理
費

等
の
経
常
経
費
の
増
加
に
よ
り
、

町
の
財
政
も
年
々
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
町
の
行
財
政
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
・
北
海
道
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

支
援
策
等
を
十
分
活
用
し
て
、
効

率
的
で
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
財
政
の
円
滑
な
運
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
達
が
、
不
断
の
努

力
で
築
い
て
こ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ

と
厚
沢
部
町
」
は
、
豊
か
な
農
産

物
、
美
し
い
自
然
、
多
才
な
人
材
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
高
い
潜
在

能
力
を
有
す
る
町
で
あ
り
ま
す
。

次
の
時
代
に
健
全
な
か
た
ち
で
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
日
々
英

知
を
傾
け
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
と
も
に
知
恵
を
絞
り　

汗
を
流

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

  
町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

『
町
民
が
、

　

真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
』

　
令
和
７
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら

３
日
間
開
か
れ
、
佐
藤
町
長
は
令
和
７
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
町
Ｈ
Ｐ
で
全
文
公
開
）

 

１
．
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応

（２）
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
対
策

（３）
交
通
弱
者
へ
の
対
策

（１）
少
子
化
対
策
の
推
進

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
は
、
社

会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
、
認
定
こ
ど
も

園
の
完
全
無
償
化
、
小
・
中
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
高
校
生
へ
の

通
学
定
期
代
金
の
助
成
は
継
続

し
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
か
ら
大
幅
に
拡
充
し
て
い
る

奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て
も
継
続

し
ま
す
。

　

保
育
園
留
学
に
つ
い
て
は
、
保

育
園
留
学
の
寮
を
こ
れ
ま
で
の
２

棟
に
加
え
、
新
た
に
建
設
中
の
２

棟
が
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ま
で
首
都
圏
を
中
心
に

国
内
の
利
用
が
主
で
し
た
が
、
海

外
か
ら
の
利
用
者
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
受
入
体
制
の
充
実
を
図

り
、
国
内
外
の
子
育
て
世
代
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
、
そ
し
て
移
住
・

定
住
者
の
増
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
総
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超

え
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢

者
夫
婦
世
帯
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
在
宅
福
祉
に
重
点

を
置
き
、
各
地
域
で
の
「
サ
ロ
ン

活
動
」
の
実
施
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
を
支
援
す
る
な
ど
、
自
助
、
共

助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
、
町
単
独
の
高
齢
者
生
活
支

援
事
業
を
拡
充
し
、
安
心
な
暮
ら

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
バ
ス
運
行

に
変
わ
り
、
持
続
可
能
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
通
学
や
通
勤
の
さ
ら
な

る
利
便
性
・
効
率
性
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（４）
定
住
促
進
の
対
策

　

持
家
建
設
奨
励
金
の
拡
充
、
中

古
住
宅
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
代

金
に
対
す
る
助
成
、
誕
生
祝
金
の

増
額
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
総

合
的
な
周
知
・
広
報
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。加
え
て
、

道
営
住
宅
の
早
期
着
工
、
早
期
完

成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

２
．
力
強
い
農
業
・
林
業
・
商
工
業
を
築
く
た
め
の
対
策

（１）
農
業
に
つ
い
て

　

昨
年
の
JA
新
函
館
厚
沢
部
支
店

の
販
売
額
は
、
28
億
４
千
６
０
０

万
円
ほ
ど
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
前
年
同
期
比
で
２
億
２

千
万
円
あ
ま
り
の
増
額
で
あ
り
ま

す
。
一
部
で
高
温
障
害
に
よ
る
品

質
の
低
下
、
収
穫
量
の
減
少
が
あ

っ
た
よ
う
に
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

米
を
中
心
と
し
て
販
売
額
が
伸

び
、
総
じ
て
上
々
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
今
年
も
な
お
燃
料
価

格
や
農
業
資
機
材
価
格
の
高
騰
が

続
き
、
農
家
経
営
を
圧
迫
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
労
働
力
の
減

少
が
進
む
中
、
農
業
生
産
が
持
続

的
に
行
え
る
よ
う
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
な
ど
経
営
継
続
に
必
要
と
な

る
機
械
・
設
備
の
導
入
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー

ク
イ
ン
の
試
作
か
ら
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
が
守
り

育
て
て
き
た
当
町
農
業
の
根
幹
で

あ
る
メ
ー
ク
イ
ン
を
最
大
限
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
記
念
事
業
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
等
に
伴
う

気
象
変
動
で
発
生
す
る
高
温
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
基
本
技
術
の

励
行
に
加
え
、
明
・
暗
渠
排
水
の

整
備
や
堆
肥
投
入
な
ど
の
基
盤
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
道
営
農
地
整
備
事
業
及
び
町

単
独
の
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
優
良
農
地
の

維
持
、
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等

の
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
農

業
共
済
掛
金
の
助
成
で
あ
る
、
農

業
生
産
安
定
化
特
別
対
策
事
業
費

補
助
、
地
力
増
進
対
策
事
業
費
補

助
、
農
道
整
備
事
業
費
補
助
な
ど

を
継
続
し
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
電
気
牧

柵
購
入
費
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
高

ー 令和７年度　町政執行方針についてー

し
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
の
発
達
面
で
個
別

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
支

援
を
行
う
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
に
も
努
め
ま
す
。
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（１）
健
康
診
断
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
か

ら
、
が
ん
等
を
早
期
に
発
見
し
重

症
化
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
受
診
率
向
上
を
促
す
た

め
町
が
実
施
す
る
総
合
健
診
や
各

個
別
検
診
を
令
和
６
年
度
か
ら
全

て
完
全
無
償
化
と
し
て
い
ま
す
。

（３）
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い
て

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
商
品
購
入
が
地
元
で
の
消
費
減

退
を
招
い
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢

化
の
進
行
と
と
も
に
買
物
弱
者
の

増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
引
き
続
き
商
工
団
体
の
育

成
と
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
継

続
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会

と
連
携
し
、
活
性
化
へ
の
振
興
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
「
ハ
チ
ャ
ム
の
森
」
の

運
営
改
善
や
改
修
工
事
を
行
っ
た

「
う
ず
ら
温
泉
」
の
経
営
改
善
支

援
に
努
め
、
道
の
駅
物
産
セ
ン
タ

ー
の
改
修
計
画
も
順
次
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」

や
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
事
業
の

継
続
的
な
展
開
で
、
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
推
進
事
業
に

よ
り
、
厚
沢
部
町
の
応
援
団
員
獲

得
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
観
光
協
会
の
育
成
支
援
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成
を
拡
充

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

３
．
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ
の
対
応

（２）
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
で
は
、

費
用
と
利
便
性
、
管
理
運
用
を
考

慮
し
た
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

の
整
備
、
町
の
災
害
備
蓄
計
画
に

基
づ
く
非
常
食
や
備
品
等
の
更

新
、
購
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（３）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　

に
つ
い
て

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
組
織
の
体

制
を
見
直
し
て
、
新
た
に
脱
炭
素

政
策
の
専
門
係
を
新
設
し
、
地
域

新
電
力
会
社
「
ハ
チ
ャ
ム
」
と
と

も
に
国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

を
重
点
的
に
推
し
進
め
る
体
制
を

整
え
ま
す
。

（２）
林
業
・
林
産
業
に
つ
い
て

　

町
有
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
除

間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
な
ど
の

適
切
な
撫
育
管
理
や
森
林
基
盤
整

備
等
を
推
進
し
、
森
林
機
能
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
い
て
は
、
循
環
利

用
や
集
約
化
を
進
め
た
中
で
「
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
や
除

間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
事
業
に

支
援
し
、
地
域
林
業
の
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
産
業
に
つ
い
て
は
、

林
産
協
同
組
合
の
活
動
を
支
援
す

る
ほ
か
、
地
域
材
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
み
、
地
場
産
材
の
利

活
用
の
促
進
や
、
林
業
者
は
も
と

よ
り
林
産
業
の
安
定
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

事
業
と
し
て
、
民
有
林
の
下
刈
り

や
除
間
伐
事
業
に
助
成
し
、
森
林

と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
い
ま
す
。

ー 令和７年度　町政執行方針についてー

歳出　５３億３千万円

総務費総務費
17 億 89 万円17 億 89 万円
31.9％31.9％

民生費民生費
７億 6,989 万円７億 6,989 万円
14.4％14.4％

衛生費衛生費
６億 496 万円６億 496 万円
11.4％11.4％

農林水産業費農林水産業費
６億 5,731 万円６億 5,731 万円
12.3％12.3％

商工費商工費
１億 661 万円１億 661 万円
2.0％2.0％

議会費議会費
3,883 万円3,883 万円
0.7％0.7％

土木費土木費
２億 7,139 万円２億 7,139 万円
5.1％5.1％

消防費消防費
２億 8,742 万円２億 8,742 万円
5.4％5.4％

教育費教育費
４億 1,360 万円４億 1,360 万円
7.8％7.8％

公債費・その他公債費・その他
４億 7,910 万円４億 7,910 万円
9.0％9.0％

歳入　５３億３千万円

用語解説
【議会費】議会の運営にかかるお金
【総務費】人件費や庁舎管理、選挙、政策調整
など町の総括的な事務にかかるお金

【民生費】福祉サービスや各種医療費の助成、
認定こども園の運営などにかかるお金

【衛生費】保健衛生、ごみ処理、環境保全など
にかかるお金

【農林水産業費】農林業の振興にかかるお金
【商工費】商工業や観光の振興などに係るお金
【土木費】道路・河川・住宅の整備や管理、除
雪などにかかるお金

【消防費】消防・救急活動や災害対策などにか
かるお金

【教育費】小・中学校の管理運営や生涯学習、
文化財保護などにかかるお金

【公債費】町債の償還にかかるお金
【その他】
労　働　費：勤労者の支援などにかかるお金
災害復旧費：災害によって生じた被害の復旧か
　　　　　　かるお金
予　備　費：不測の支出に備えるためのお金

用語解説

自主財源：町が自主的に調達できるお金

依存財源：国や道などから入ってくるお金

【町税】町民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税など

【分担金及び負担金】特定の事業によって利益
を受ける人に負担してもらうお金

【使用料及び手数料】施設の使用料や各種証明
書の発行手数料など

【繰入金】基金から取り崩すお金
【その他】財産収入、寄附金、諸収入など

【地方譲与税等】人口や道路延長など一定の基
準に従って交付されるお金

【地方交付税】自治体が一定水準の行政サービ
スを行えるよう国から交付されるお金

【国庫支出金】特定の事業目的のために国から
交付されるお金

【道支出金】特定の事業目的のために北海道か
ら交付されるお金

【町債】事業を実施するために借り入れるお金

　令和７年度の予算編成については、着実な行財政改革を推進し、健全な財政運営の維持に努めるとと
もに、限られた財源を最大限に活かすため、創意工夫と柔軟な発想をもって事業全体を検証し、効率的
かつ効果的な施策を検討したうえで、「町民一人ひとりが幸せを実感できる町づくり」の実現に向けた各
種施策に取り組むこととして編成しました。予算の詳細については次の通りです。

予算総額
81 億 5,098 万円
（前年比 6.2％増）

特別会計
12 億 6,142 万円
（前年比 3.5％減）

特定の収入をもとに特定
の事業を行う会計

一般会計
53 億 3,000 万円
（前年比 8.6％増）

町税などを財源として町
の一般的な収入と支出を
行う会計

企業会計
15 億 5,956 万円
（前年比 6.6％増）
民間企業と同じように事
業収入によって運営する
会計

町税町税
４億 910 万円４億 910 万円
7.7％7.7％

分担金及び負担金
3,875 万円 0.7％

使用料及び手数料使用料及び手数料
9,159 万円 1.7％9,159 万円 1.7％

繰入金繰入金
８億 3,527 万円８億 3,527 万円
15.7％15.7％

その他その他
３億 9,100 万円３億 9,100 万円
7.3％7.3％

地方譲与税等地方譲与税等
１億 7,996 万円１億 7,996 万円
3.4％3.4％

地方交付税地方交付税
25 億 6,000 万円25 億 6,000 万円
48.0％48.0％

町債
２億 6,150 万円
4.9％

道支出金道支出金
３億 1,488 万円３億 1,488 万円
5.9％5.9％

国庫支出金
２億 4,795 万円
4.7％

依存依存
財源財源

67％67％

自主自主

財源財源

33％33％

齢
化
で
減
少
が
進
む
ハ
ン
タ
ー
の

確
保
対
策
と
し
て
狩
猟
免
許
取

得
・
更
新
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

（４）
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　

国
保
病
院
は
、
命
を
守
り
暮
ら

し
に
安
心
感
を
与
え
る
地
域
医
療

の
確
保
や
救
急
医
療
の
拠
点
と
し

て
、町
民
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
経
営
環
境

は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、　
　

地
域
連
携
法
人
「
南
檜
山
メ
デ
ィ

カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
を

密
に
し
て
、
地
域
医
療
の
安
定
提

供
体
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

過
疎
地
で
は
、
医
師
及
び
医
療

技
術
員
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
良
質
な

医
療
の
提
供
、
経
営
の
改
善
な
ど

に
一
層
努
め
、
町
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
町
立
病
院
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
函
館
市
と
の
定
住
自
立

圏
協
定
の
主
目
的
で
あ
っ
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
、
脳
疾
患
患
者

の
搬
送
経
費
も
継
続
し
て
支
援

し
、
広
域
的
な
緊
急
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

（１）
予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に

　

よ
る
計
画
的
な
財
政
運
営

　

予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に
よ

る
計
画
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
財
政
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
っ

て
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
税
等
の
自
主

財
源
に
乏
し
く
、
歳
入
の
過
半
を

占
め
る
地
方
交
付
税
の
行
方
次
第

で
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な

り
ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
を
最
大

限
に
生
か
す
創
意
工
夫
と
柔
軟
な　

発
想
を
も
っ
て
、
事
務
事
業
を
検

証
し
、
効
率
的
な
施
策
の
展
開
と

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の

能
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

４
．
健
全
な
行
財
政
運
営

（２）
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確
保

　

情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確

保
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
厚

沢
部
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
町
政
の
透
明
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

令和７年度　まちづくり予算
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令和７年度

予算の主な施策（重点事業）

ー 令和７年度　まちづくり予算ー

子 育 て 支 援

■認定こども園保育料無償化　  １７０万円
　国の制度による無償化（３歳児以上）と合わせて、
０歳児から２歳児までの保育料も無償化します。　

■高校生通学定期券購入費助成　７０４万円
　高校に通学をする生徒のバス定期券購入費を支
援し、子育て世帯の負担軽減を図ります。　

■保育園留学推進事業　２，０３８万円
　保育園留学推進協議会への補助金など保育園留学を
通して更なる関係人口の創出に取り組みます。

■高齢者生活支援事業　     ４，６１３万円
　高齢者が生きがいを持って安全に生活することを通
じて自立した生活を確保するため、各種サービス事業
を実施します。

地 域 公 共 交 通

■交通空白地有償運送事業　  １，２４７万円
　外出支援サービス（福祉有償運送）に加え、一般利
用も可能とし、公共交通空白地や不便地域の交通手段
を確保します。

■江差高校通学向け乗合バス維持支援　

                            ２，７４０万円
　廃線となった館線・稲見線の代替として運行される
江差高校通学向け乗合バスに対し支援をします。

農 業・ 林 業・ 商 工 業

■スマート農業等機械導入支援

１，５００万円
　スマート農業機械や経営継続に必要な農業用機械・
施設の導入を支援します。

■新規就農者・後継者対策　       ３３９万円
　新規就農者の受入や支援体制を強化するとともに、
研修機会の提供など担い手の確保・育成を図ります。

■有害鳥獣被害対策

１，７６２万円
　電気牧柵等の利用促進を図るとともに、狩猟免許の
取得・更新の支援などにより捕獲体制を強化します。

健 康 づ く り

■各種健診事業　

１，８２０万円
　病気の早期発見のため、特定健診やがん検診などの
各種健診を実施するとともに、健診費用を無償化し、
受
診率向上を促進します。

定 住 促 進

■定住促進奨励金事業　　　　　 ５８０万円
　定住人口の拡大を図るため、結婚祝金や誕生祝金な
どを支給します。
★令和５年度から誕生祝金は１０万円から５０万円に
　拡充しました！

■持家建設促進奨励金事業　　１，５５０万円
　住宅を新築または購入した方に奨励金を支給します。
さらに、町内業者を利用した場合は商工会発行の商品
券を交付します。
★令和６年度から奨励金・商品券ともに５０万円から
　１００万円に拡充しました！

■中古住宅購入・リフォーム助成 ８６０万円
　中古住宅の購入費及びリフォーム代金を助成するこ
とで、空き家の有効活用を行うとともに、町外からの
転入を促進します。

ー 令和７年度　まちづくり予算ー

高 齢 者 対 策

安 全 ・ 安 心

■防災体制の強化　　　　　８，１９１万円
　防災情報配信システムを整備し、スマートフォンア
プリ等による防災情報の確実な伝達を図ります。また、
防災備蓄計画に基づき備蓄品等を整備し、災害に備え
ます。

■町内会街路灯電気料等助成　４５９万円
　安全・安心な生活環境の確保のため、各町内会の街
路灯の設置費や電気料を助成します。
★（設置費等： 2/3、電気料：9/10）

教 育 ・ 文 化

■小・中学校給食費無償化　１，１７５万円
　学校給食費にかかる保護者負担を軽減するため、小・
　中学校の児童・生徒の学校給食費を無償化します。

■奨学金制度の拡充　　　　　 ６８４万円
　経済的理由により就学困難な学生・生徒を支援する　
ため、奨学資金の貸付または給付を行い、人材の育成
を図ります。

■トップアスリートとの交流　 　９８万円
　子ども達がスポーツへの関心を高め、夢を抱くきっ
かけづくりとしてトップアスリートとの交流事業を実
施します。

令和７年度の当令和７年度の当
初予算に関する初予算に関する
詳細は町ホーム詳細は町ホーム
ページをご覧くページをご覧く
ださい。ださい。

※各種保険事業・介護予防事業は、18、19 頁

　をご覧ください。



9 888

令和７年度教育行政執行方針の解説！

「すべてのこどもたちが安心して学び、成長できる町へ」

今年度は 「ウェルビーイング（心身の健康と幸福）」を重視し、家庭・学校・地域が連携

し、こどもたちが安心して学び成長できる環境を整えます。

また、デジタル化・個別最適な学び・探究的学習を推進し、「一律に揃える教育」から

「こどもたちの可能性を伸ばす教育」へ転換します。

学校教育

確かな学力の育成

ICTと探究学習の活用

１人１台端末を使い、仲間と協力して課題

解決に取り組む学習を積極的に行います。

基礎学力の定着と応用力の向上

AIドリルを活用して基礎学力の定着を図り

ます。学習内容によっては、個々の理解度に

応じて自ら学習を進める自由進度学習を導入

します。

デジタル時代に対応

AI技術やデジタルリテラシーを

学び、デジタル時代を生きるた

めの基礎知識を学ぶデジタルシ

ティズンシップ教育を行います。

豊かな人間性と健やかな体の育成

メンタルヘルス支援の強化

従来のSST（社会性スキ

ルの学習）から、スキル

だけではなく、心も育成

するSEL（社会性と情動

の学習）に移行します。

地域と連携した体験学習

職場体験やインターン

シップの拡充とともに、

地域の伝統文化を活かし

た学習を推進します。

いじめ・不登校対策

児童生徒の状況を各種アンケートや心理テス

トで把握し、個別支援を充実させます。また、

校内教育支援センターを中学校内に設け、関

係各機関と連携できる体制、多様な学びを支

援できる体制を整えます。さらに、SOSを

発信する方法を学ぶ授業を実施します。

体力向上と健康教育

運動習慣を定着させるため、

体育専科教員の巡回指導を行

います。また、地場産品を活

用した食育を推進します。

ー 令和７年度　教育行政執行方針の解説ー

信頼される学校づくり

教員の働き方改革推進

学校の業務のデジタル化を推進します。

ペーパーレス化の推進や業務の適正分担、

共同化を進めます。

学習評価の多様化と可視化

学習記録のデジタル化で学習履歴

を記録し、自分自身の苦手分野や

得意分野がわかるようにします。

学校・家庭・地域が連携した教育

地域の専門家と連携し、

キャリア教育・探究学

習を充実させます。

義務教育学校に向けた準備

保護者・地域の意見を反映

し、質の高い小中一貫教育

を目指します。

グローバル社会に対応した教育

外国語教育の充実

ALT（外国語指導助手）による授業

を推進するとともに海外教育機関と

連携して実践的言語力を育成します。

STEAM教育の推進

実社会と関連づけて体験的に学ぶ

STEAM（科学・技術・芸術・数学

等）教育を導入します。小学校では

プログラミング教育を充実させます。

多文化共生教育の強化

日本語指導が必要な児童生徒への支援を行いま

す。また、異文化交流を積極的に実施し、異文

化理解の促進についての取組を行い、多様な文

化を理解し、助け合う心を育成します。

教育環境の充実

インクルーシブ教育の推進

通級指導教室への理解を促進し、教員や特

別支援教育支援員の研修会を充実させます。

また、全てのこどもが快適に学習できるユ

ニバーサルデザインの教育環境を整えます。

ICT活用の最適化

デジタル教材の活用とリアルな学び

のバランスを重視し、対面での協働

学習や体験活動も取り入れたベスト

ミックスの授業づくりを目指します。

安心・安全な学習環境の整備

学校施設を計画的に改修します。また、

防災教育に力を入れ、避難訓練・不審者

対応やSNSトラブル防止教育を行います。

教育行政執行方針
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令
和
７
年
『
第
１
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
３
月
４
日

（火） 

か
ら
３

日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の

補
正
予
算
や
令
和
７
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の
予
算
、

条
例
の
改
正
・
制
定
案
24
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
５
月
号
』
及
び

『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
予
算
を
追
加
】

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
３
３
３
１
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
55
憶
６
２
０
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
総
務
費
で
は
、

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
等
の

積
立
金
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
過
年
度

精
算
返
還
金
、
民
生
費
で
は
、
障

害
者
更
生
医
療
給
付
費
扶
助
費
、

衛
生
費
で
は
、
国
保
病
院
事
業
会

計
繰
出
金
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
、

土
木
費
で
は
、
除
排
雪
作
業
委
託

料
な
ど
で
す
。

第
１
回
町
議
会
定
例
会

【
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

国
営
相
和
地
区
農
地
開
発
事
業

表彰区分 表彰者団体・氏名 主 な 活 躍 ・ 功 績 内 容

スポーツ奨励賞 板
いたさか

坂　彪
ひょうが

我
令和６年度第52回北海道柔道大会　男子90kg級　第３位入賞

（厚沢部中学校１年生)

スポーツ奨励賞 桂
かつらがわ

川　　紗
すず 全農杯2024年北海道卓球選手権大会兼全日本予選　バンビの部　第３位

（厚沢部小学校１年生)

スポーツ奨励賞 加
か む き

向　春
は る と

翔
第66回　全国空手道選手権大会予選兼第60回北海道空手道選手権大会

小学２年生男子　形の部　準優勝　組手の部　優勝　（厚沢部小学校２年生）

スポーツ奨励賞 山
やまもと

本　陽
は る と

翔
第66回　全国空手道選手権大会予選兼第60回北海道空手道選手権大会
小学５年生男子　形の部　第３位　組手の部　準優勝　（厚沢部小学校５年生）

スポーツ奨励賞 西
にしぐち

口　絢
あ や と

翔
第66回　全国空手道選手権大会予選兼第60回北海道空手道選手権大会

幼児男女混合組手の部　優勝　（認定こども園はぜる年長）

スポーツ奨励賞 工
く ど う

藤　彩
さ き

生
日清食品カップ　北海道小学生陸上競技交流大会
　第42回　北海道小学生陸上競技大会

　　　4年女子ジャベリックボール投　４位(28ｍ89)　（厚沢部小学校４年生）

スポーツ奨励賞 服
はっとり

部　準
じゅんた

大
日清食品カップ　北海道小学生陸上競技交流大会
　第42回　北海道小学生陸上競技大会

　　　4年男子ジャベリックボール投　４位(37ｍ31)　（厚沢部小学校４年生）

　

３
月
21
日

（金）
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
町
民
を
表
彰
す
る
「
令
和

６
年
度
厚
沢
部
町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
」

が
町
図
書
館
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
７
個
人
が
受
賞
し
、
髙
野
政
人
教
育
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
髙
野
教
育
長

は
「
周
囲
の
支
え
や
指
導
者
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
精
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

▲▲前列左から西口さん、桂川さん、加向さん、工藤さん前列左から西口さん、桂川さん、加向さん、工藤さん
　後列左から板坂さん、山本さん、髙野教育長、服部さん　後列左から板坂さん、山本さん、髙野教育長、服部さん

ー 令和７年度　教育行政執行方針の解説ー

社会教育

青少年の健全育成

親子イベントの開催

親子体験フェスタin厚沢部川

などの体験活動のほか、保護

者ニーズに応じた研修プログ

ラムを実施します。

創造の翼事業の拡充

中学校修学旅行の全額

補助を継続するほか、

小学校の修学旅行も

全額補助を行います。

生涯学習の推進

読書活動の充実

図書館の環境づくりを進めます。読み聞かせ

ボランティアの発掘育成、ブックスタート事

業、図書館クリスマス会

を実施します。

世代間交流・伝統文化の継承

伝統技能伝承講座や交流の

場としての幸齢者学級を充

実させます。

芸術・文化活動の推進

町民文化祭・芸術鑑賞会の充実

音楽会や演劇などに触れる

機会となる児童生徒芸術鑑

賞会のほか、町民文化祭の

充実をはかります。

文化団体活動の支援

文化協会を中心とした各種

文化団体活動の支援を継続

します。

生涯スポーツの振興

スポーツ少年団の活動支援強化

町内各スポーツ団体活動の充実

に向けた支援を継続します。ま

た、トップアスリートとの交流

事業、小学生スイミングスクー

ル、スキー教室を継続します。

部活動の地域移行を段階的に実施

国や北海道の推進計画に基づき、

令和１０年度までに完全地域移

行ができるよう、段階的に計画

を進めます。

文化財の保存・整備

郷土芸能の次世代継承

町文化財である鹿子舞を小

学校の総合的な学習の時間

などで学習し、ふるさと厚

沢部の魅力を伝えられる人

材育成を行います。

史跡館城跡の整備計画を推進

史跡館城跡保存整備事業基

本設計策定にともなって、

測量調査等を計画的に進め

ます。

【
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
】

　

厚
沢
部
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
、
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
、
厚

沢
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、

厚
沢
部
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
、
う
ず
ら
温
泉
宿
泊

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
等
、
８
件
の
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

費
負
担
金
の
一
部
に
つ
い
て
、
不

納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
町
長
の
４
月
分
給
料
を
10
パ

ー
セ
ン
ト
減
額
す
る
町
長
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
、

厚
沢
部
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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高
知
県
・
徳
島
県
の
農
業
状
況
を
視
察

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.127

　

農
業
委
員
会
で
は
３
年
に
１

度
、視
察
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
25
日

（火）
～
28
日

（金）
に
高
知
県

と
徳
島
県
内
計
３
か
所
の
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
知
県
南
国
市
農
業
委
員
会
で

は
、
新
規
就
農
者
確
保
の
た
め
、

県
立
農
業
大
学
校
の
学
生
に
向
け

て
、
就
農
支
援
制
度
や
農
業
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
年
に
１
回
高
知
大

学
と
連
携
し
「
農
業
に
お
け
る
意

識
改
革
座
談
会
」
を
開
催
し
、
若

手
農
家
と
10
年
後
の
農
業
や
農
地

利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
い
、
今
後
の
農
地
利
用
の

最
適
化
に
向
け
た
活
動
に
役
立
て

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
高
知
県
日
高
村
に
本
社

を
置
く
澁
谷
食
品
株
式
会
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。
厚
沢
部
町
で
生
産

さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
も
芋
け
ん
ぴ

に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工
か

ら
販
売
ま
で
の
過
程
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
阿
南
市
加
茂
谷

地
区
で
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
農
地
の
保
全
や
地
域
資

源
の
活
用
等
に
取
り
組
む
加
茂
谷

Ｒ
Ｍ
Ｏ
推
進
協
議
会
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
移
住
促

進
活
動
や
新
規
就
農
者
の
確
保
・

担
い
手
対
策
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
子
育
て
支
援
、
空
き
家
対

策
等
、
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
行
政
か
ら
の
支
援
だ
け
で

な
く
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　

令
和
６
年
度
北
海
道
指
導
農
業

士
・
農
業
士
称
号
贈
呈
式
に
お
い

て
、
前
田
秀
幸
さ
ん
（
字
富
栄
）
と
、

下
川
部
和
宏
さ
ん
（
赤
沼
町
）
２

名
が
北
海
道
指
導
農
業
士
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
平
成
25
年
に
父
・

幸
弘
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
い

で
以
降
、
耕
作
面
積
を
拡
大
。
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
に
は
自
動
潅

水
装
置
を
導
入
し
、
ス
マ
ー
ト
農

業
（
省
力
化
）
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

下
川
部
さ
ん
は
、
父
・
耕
二
さ

ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
平
成

23
年
に
㈱
下
川
部
牧
場
と
し
て
法

人
化
し
て
以
降
、
代
表
取
締
役
と

し
て
畜
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
牛
糞
堆
肥
の
製
造
を
継
続
し

て
行
っ
て
お
り
、
化
学
肥
料
の
高

騰
が
起
き
て
い
る
中
で
、
地
域
に

お
い
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
す
。

　

前
田
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
農
業

士
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

を
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
さ
ら

北
海
道
指
導
農
業
士
に

　

字
富
栄
・
前
田　

秀
幸
氏
、

　

赤
沼
町
・
下
川
部
和
宏
氏
が
認
定

▲下川部和宏さん ▲前田秀幸さん

（
建
設
水
道
課
）

道
路
維
持
作
業
車

　
　
　
　

が
納
車

　

令
和
７
年
３
月
17
日

（月）
、
建
設

水
道
課
に
新
た
に
道
路
維
持
作
業

車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
旧
車
は

平
成
16
年
か
ら
約
21
年
間
町
道
の

維
持
管
理
に
活
用
さ
れ
、
特
に
足

回
り
が
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、

こ
の
度
の
納
車
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
水
道
課
の
万
所
主
幹
は
、

「
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、

町
道
の
維
持
管
理
に
最
大
限
活
用

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
９
日

（日）
、
東
京
厚
沢
部
会
総
会
・
懇
親
会
が
東
京
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
佐
藤
町
長
、
議
員
ら

67
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
尾
實
会
長
は
挨
拶
で
「
25
周
年

を
た
く
さ
ん
の
会
員
の
方
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
思
う
。
今
後
の
活
動
も
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
場
で
は
25
周
年
の
特
別
事
業
と
し
て
、
富
栄
鹿
子

舞
保
存
会
に
よ
る
「
土
橋
鹿
子
舞
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

東
京
厚
沢
部
会

　

総
会
・
懇
親
会
を

　
　

盛
大
に
開
催
！

▲富栄鹿子舞の方々の演舞に、思わず涙する方もいました。

素敵な過疎のまちのあゆみ

『
は
ぜ
る
卒
園
式
』
感
謝
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る

　

３
月
22
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
卒
園
式
』
が
同
園
で
行

わ
れ
、
15
名
が
こ
ど
も
園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
斎
藤
紋
子
園
長

か
ら
証
書
を
受
け
取
る
際
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大

き
な
声
で
園
長
先
生
の
顔
を
見
な
が
ら
し
っ
か
り
お
礼
を
言
う
園
児

達
。
こ
ど
も
園
で
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
で
は
、
緊
張
か
ら
涙
を
流
し
な
が
ら
も
し
っ

か
り
と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
な
ど
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し

た
。
こ
ど
も
園
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
小
学
校
で
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！

に
厚
沢
部
町
農
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
下
川
部
さ

ん
は
「
先
輩
方
の
背
中
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
技
術
や

知
識
を
若
手
農
業
者
へ
還
元
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

▲芋けんぴ工場の視察
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社
会
教
育
通
信

古
写
真
か
ら
読
み
解
く
厚
沢
部
小
学
校 

　

厚
沢
部
小
学
校
の
歴
史
を
示
す

貴
重
な
資
料
が
郷
土
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
裏
に
は

昭
和
16
年
６
月
６
日
に
撮
影
さ
れ

た
こ
と
を
示
す
鉛
筆
書
き
の
文
字

が
あ
り
、
写
真
の
背
景
に
見
え
る

山
の
形
か
ら
、
現
在
の
厚
沢
部
小

学
校
の
所
在
地
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
万
国
旗
が

見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
運
動
会
の

様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
し
ょ
う

か
。

　

校
舎
は
Ｌ
字
形
の
よ
う
で
、
運

動
場
を
挟
ん
で
２
箇
所
に
出
入
口

が
あ
り
ま
す
。
建
物
の
中
央
付
近

お
す
す
め
新
着
図
書

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ７.４ Ｎ o.17
　

鶉
小
学
校
は
３
月
５
日

（水）
、
厚
沢

部
小
学
校
と
の
最
後
の
交
流
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
統
合
に

向
け
、
昨
年
度
か
ら
計
12
回
の
交
流

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は

厚
沢
部
小
で
新
た
な
学
校
生
活
が
始

ま
り
ま
す
。

４
月
の
主
な
学
校
行
事

ご卒業おめでとうございます！

　町内の小・中学校で卒業式が行われ、計 53 人の児童・
生徒が思い出を胸に学び舎から巣立ちました。

　　　　　　－教育委員会だより－－教育委員会だより－

▲昭和 16 年６月６日撮影俄虫小学校

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

４
月
25
日
オ
ー
プ
ン

●
「
死
ん
だ
山
田
と
教
室
」
金
子

玲
介
（
講
談
社
）

　

人
気
者
の
山
田
の
訃
報
。
声
だ

け
に
な
っ
た
山
田
と
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
の
不
思
議
な
日
々
を
描
く
本

屋
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
。

●
「
謎
の
香
り
は
パ
ン
屋
か
ら
」　

土
屋
う
さ
ぎ
（
宝
島
社
）

　

パ
ン
屋
で
働
く
大
学
生
の
小
春

は
、
一
緒
に
行
く
予
定
の
ラ
イ
ブ

を
親
友
に
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
て
し

ま
う
。
ド
タ
キ
ャ
ン
の
理
由
と

は
？
パ
ン
屋
×
日
常
の
謎
「
こ
の

ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
大
賞

作
品
。

鶉
小
、
12
回
の
交
流
経
て

厚
沢
部
小
へ
統
合

館
小
で
デ
ジ
タ
ル
・

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
授
業

　

２
月
19
日

（水）
、
館
小
学
校
で
高
学

年
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
厚
沢
部
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
、

そ
し
て
正
し
く
使
う
た
め
の
考
え
方

で
す
。
情
報
モ
ラ
ル
は
「
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
」
を
学
び
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
で

は
「
ど
う
す
れ
ば
周
り
の
人
と
気
持

ち
よ
く
使
え
る
か
」
を
考
え
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
情
報
化
社
会
で
必
要

と
な
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

情
報
技
術
の
適
切
な
活
用
法
を
学
び

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
今
年
度
、

全
て
の
小
中
学
校
で
デ
ジ
タ
ル
・
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
。

令
和
７
年
度

　

教
育
行
政
執
行
方
針

　

今
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針

を
町
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
町
の
教
育
は
、
従
来

の
「
揃
え
る
教
育
」
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
も
つ
多
様
な
可
能
性
を

「
伸
ば
す
教
育
」
へ
転
換
を
図
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

の
破
風
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ

と
、
右
端
に
出
入
口
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
21
年
に
発
行

さ
れ
た
国
土
地
理
院
の
５
万
分
の

１
地
形
図
を
確
認
す
る
と
、
現
在

の
厚
沢
部
国
保
病
院
付
近
に
学
校

記
号
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大
正

９
年
発
行
の
地
形
図
も
同
様
に
、

昭
和
21
年
地
形
図
と
同
じ
場
所
に

学
校
記
号
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
厚
沢
部
小
学
校
は

現
在
の
国
保
病
院
付
近
に
あ
り
、

そ
れ
が
あ
る
時
期
に
現
在
の
場
所

　

４
月
25
日

（金）
か
ら
、
厚
沢
部
町

多
目
的
交
流
広
場
（
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
）
お
よ
び
厚
沢
部
町
多
目
的

運
動
広
場
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

〇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場　

　

開
設
期
間　

　
　

４
月
25
日

（金）
～
11
月
下
旬

　

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

９
時
（
夜
間
使
用
は
午
後
７
時
ま

で
に
受
付
要
）

〇
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

開
設
期
間

　
　

４
月
25
日

（金）
～
11
月
下
旬

　

開
設
時
間

　
　

午
前
５
時
～
午
後
９
時

厚沢部小学校（３月 19 日）

卒業生 14 人

鶉小学校（３月 19 日）

卒業生１人

館小学校（３月 19 日）

卒業生７人

厚沢部中学校（３月 14 日）

卒業生 31 人

　

８
ペ
ー
ジ
か
ら
各
事
業
に
つ
い

て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
方
針

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
拓
く
教
育
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教育行政執行方針

６
日

（日）
小
学
校
入
学
式(

午
前)

　
　
　

中
学
校
入
学
式(

午
後)

　
　
　

始
業
式

７
日

（月）
小
中
振
替
休
業

９
日

（水）
町
教
育
研
究
会
総
会

10
日

（木）
尿
検
査(

厚
小)

11
日

（金）
尿
検
査(

厚
中)

　
　
　

内
科
検
診(

厚
小
）

14
日

（月）
尿
検
査
（
館
小
）

　
　
　

心
臓
検
診(

館
小)

15
日

（火）
心
臓
検
診(

厚
中
①)

16
日

（水）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　

査(

厚
中)

17
日

（木）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　

査(

厚
小
・
館
小
・
厚
中)

　
　
　

心
臓
検
診(

厚
中
②)

18
日

（金）
心
臓
検
診(

厚
小)

19
日

（土）
参
観
日(

館
小)

20
日

（日）
厚
中
修
学
旅
行

　
　
　

(

～
24
日
・
九
州
地
方)

21
日

（月）
内
科
検
診(

厚
小)

22
日

（火）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　

査(

館
小)

　
　
　

南
部
四
町
教
育
研
究
会

23
日

（水）
内
科
健
診
（
館
小
）

24
日

（木）
歯
科
検
診(

館
小)

　
　
　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　

査(

厚
小)

25
日

（木）
歯
科
検
診(

厚
小)

28
日

（月）
参
観
日
振
替
休(

館
小)

に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
写
真
と
国
土

地
理
院
の
地
図
の
記
載
は
矛
盾
し

て
お
り
、謎
が
残
り
ま
す
。
実
は
、

こ
の
問
題
は
別
の
資
料
に
よ
っ
て

あ
っ
さ
り
と
解
決
し
ま
す
。

　

昭
和
11
年
９
月
25
日
に
撮
影
さ

れ
た「
俄
虫
小
学
校
改
築
上
棟
式
」

の
記
念
写
真
か
ら
、
厚
沢
部
小
学

校
の
校
舎
は
昭
和
11
年
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。背
後
の
山
の
形
も
、現
在
の

厚
沢
部
小
学
校
の
位
置
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
昭
和
16
年
に
撮
影
さ
れ
た
厚

沢
部
小
学
校
は
、
こ
の
と
き
に
建

て
ら
れ
た
校
舎
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
昭
和
21
年
の

国
土
地
理
院
地
図
に
記
さ
れ
た
学

校
記
号
の
位
置
が
誤
っ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
昭
和
11
年
に
は
厚
沢

部
小
学
校
は
現
在
の
位
置
に
建
て

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

ま
す
。

　

昭
和
11
年
に
建
て
ら
れ
た
厚
沢

部
小
学
校
の
校
舎
は
そ
の
後
、
昭

和
51
年
に
現
在
の
校
舎
が
建
て
ら

れ
る
ま
で
約
40
年
間
に
わ
た
り
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

▲昭和 11 年９月 25 日俄虫小学校
　改築上棟式記念撮影
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相
続
人
の
範
囲
に
つ
い
て
は
民

法
に
規
定
が
あ
り
、
誰
が
相
続
人

に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
民
法

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
被
相
続
人
に
配
偶
者
が

い
た
場
合
、
そ
の
配
偶
者
は
相
続

人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
相
続

人
に
子
ど
も
が
い
た
場
合
、
そ
の

子
ど
も
も
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
そ
の
子
ど
も
が
被
相
続
人

よ
り
先
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
死
亡
し
た
人
の
子
ど
も
（
被

相
続
人
と
の
関
係
で
は
孫
）
が
相

続
人
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
被
相
続
人
に
子
ど
も
が

い
な
か
っ
た
場
合
、
被
相
続
人
の

直
系
尊
属
（
主
に
両
親
で
す
。
）
が

相
続
人
と
な
り
ま
す
。
被
相
続
人

が
亡
く
な
っ
た
時
点
で
両
親
な
ど

直
系
尊
属
が
死
亡
し
て
い
た
場
合

は
、
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相

続
人
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
兄
弟

姉
妹
が
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡

し
て
い
た
場
合
は
、
そ
の
子
ど
も

（
被
相
続
人
と
の
関
係
で
は
甥
、

姪
）
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

　

相
続
放
棄
を
し
た
人
に
つ
い
て

は
、そ
の
相
続
に
関
し
て
は
、相
続

人
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
被
相
続
人
の
子
ど
も

全
員
が
相
続
放
棄
を
し
た
場
合
、

被
相
続
人
に
子
ど
も
が
い
な
か
っ

た
場
合
と
同
じ
取
扱
い
と
な
り
、

被
相
続
人
の
両
親
な
ど
直
系
尊
属

が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

被
相
続
人
の
直
系
尊
属
が
す
で
に

死
亡
し
て
い
た
場
合
は
、
兄
弟
姉

妹
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
相
続
人
の
子

ど
も
が
全
員
相
続
放
棄
を
す
る
こ

と
で
、
意
図
せ
ず
相
続
人
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
親
族
が

死
亡
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
き

は
、
そ
の
親
族
の
子
な
ど
と
、
今

後
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
を
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
良
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

 

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
相
続
人
の
範
囲
と
相
続
放
棄
～
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ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
７
，
５
１
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

《
こ
ん
な
時
に
は
、

　
　
　
　
　

こ
ん
な
手
続
き
を
》

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
届
出

を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
市
区
町
村

窓
口
で
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
日

本
年
金
機
構
よ
り
、
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。　

　

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
在
学
中
の

納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を

退
職
し
た
と
き
は
「
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
、
年
金
の
切
替
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者　
　

　

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

令
和
７
年
度
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

３
月
28
日

（金）
～
29
日

（土）
に
開
催

さ
れ
る
「
あ
そ
び
基
地
春
合
宿

in

う
ず
ら
」
に
向
け
、
鶉
小
学

校
の
児
童
７
名
が
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
自
分

た
ち
の
手
で
合
宿
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
」
。
３
回
の
事
前
準
備

で
は
、
合
宿
で
の
ル
ー
ル
を
考

え
、
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
め
、
活
動
の
し
お
り
や
ル
ー
ル

あ
そ
び
基
地
　
春
合
宿
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
！

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
示
す
案
内
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
が
楽
し
め
る
合
宿
に
し

た
い
！
」
と
い
う
思
い
を
込
め
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。
当
日
は
ど
ん
な
体
験
が

待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
た
ち
で
つ
く
る
合
宿
だ
か
ら
こ

そ
、
特
別
な
思
い
出
に
な
る
は
ず

で
す
。
本
番
が
楽
し
み
で
す
！

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▲合宿を有意義にすべく、案を出し合っています！

新
小
学
１
年
生
の

み
な
さ
ん
へ

　

新
小
学
一
年
生
の
み
な
さ
ん
へ

第
一
生
命
保
険
㈱
か
ら
「
ハ
ン

デ
ィ
タ
オ
ル
」
を
、
商
工
会
女
性

部
か
ら
「
木
製
タ
ブ
レ
ッ
ト
ス
タ

ン
ド
」
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。商工会女性部から 第一生命保険㈱から

　厚沢部町は馬鈴しょの産地です。厚沢部町では種子馬鈴しょも生産され、
全国に出荷しています。

ままんん延延防防止止へへのの一一層層ののごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。

①自家菜園であっても自家種は使用せず、正規の種子馬鈴しょを利用しましょう。
②地域の畑には無断で入らないでください。
③馬鈴しょの「野良生え」は、必ず抜き取りましょう。
④馬鈴しょの作付けサイクルは４年輪作に努めましょう。
⑤視察等の際には「ブーツカバー」の装着を徹底しましょう。
⑥発生地域からの土の侵入を防ぐため、自動車や農作業機械の洗浄を徹底しましょう。

ジジャャガガイイモモシシスストトセセンンチチュュウウかからら産産地地をを守守るるたためめにに

☆問合せ先☆　農林課農業振興係　℡０１３９－６４－３３１４

◎
農
業
集
落
排
水
施
設（
下
水
道
）　

　

へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
区
域
（
本
町
、

新
町
、
赤
沼
町
、
緑
町
、
富
栄
、

館
町
の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
ご

家
庭
や
事
業
所
で
は
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
や
生
活
雑
排
水（
台
所
、

浴
室
、洗
面
、洗
濯
等
）
の
接
続
が

可
能
で
す
。
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
に
農
業
集
落
排
水
施
設
へ

の
接
続
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
「
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
や
改
造

工
事
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

に
対
し
て
の
補
助
制
度
」
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
水
質　

　

検
査
等
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
「
厚
沢
部
町
水
質

検
査
計
画
」
及
び
「
定
期
の
水
質

検
査
結
果
」
を
建
設
水
道
課
上
下

水
道
係
（
役
場
２
階
）
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
上
下
水

　

道
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ　

☎
６
４
‐
３
３
１
６

上
下
水
道
係
か
ら
お
知
ら
せ
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保　健　事　業 内　　　容 時　　期 対　　象 おすすめポイント

成

　

人

　

保

　

健

　

事

　

業

健

　

　

康

　

　

診

　

　

査

総

　

合

　

健

　

診

若年者健診

血液・尿検査、血圧測定、心

電図検査、身体・腹囲測定

 ①５月16日

　　 ～18日

 ②11月14日

　　 ～16日

20～39歳

①生活習慣病は症状が

ないまま進行してしま

うのが特徴です。年

に１回ご自身の健康

チェックをしましょ

う。

②今年度は新しく「膵

臓・胆道がん腫瘍マー

カー」を導入します！

症状が出づらいがんの

兆候がないかを血液検

査で検査するもので

す。

③エキノコックス検診

が5年ぶりに実施され

ます。　　　　　

特定健診

40～74歳

国保、社保、

共済保険の

加入者

長寿健診 75歳以上

がん検診

胃：バリウム検査

40歳以上肺：胸部レントゲン検査

大腸：便潜血検査

前立腺：血液検査 50歳以上の男性

膵臓・胆道：血液検査 40歳以上

肝炎検診 血液検査 40歳以上

骨粗しょう症検診 足の踵の超音波検査 20歳以上の女性

ＡＢＣ検診

（ピロリ菌検査）
血液検査

20歳以上

エキノコックス

検査
小学３年生以上

国保病院で受ける

特定健診・がん検診
おもに総合健診と同様 ６月～２月

40～74歳

国保加入者

平日に国保病院で特定

健診・がん検診を受け

られます。

ＪＡ巡回ドック

血液・尿検査、血圧測定、心

電図検査、身体・腹囲測定、

各種がん検診

12月12日 ＪＡ組合員
ＪＡ組合員さんはこの

健診がおすすめです。

乳がん　　　

子宮がん検診

女性のための検診
６月10日

　～11日

20歳以上

集団検診の他、検診日・

医療機関を選べる個別

検診も充実していま

す。個別がん検診 ７月～２月

　新年度がスタートしました。保健福祉センターなどで実施する『保健事業・介護予防事業』では、こ
どもから高齢者まで各年代にあわせた健診や教室などを行っています。是非ご利用ください。
昨年に引き続き、各種健診が全て無料です。今年度のオススメは総合健診の際に「膵臓・胆道がん腫瘍
マーカー」を導入します。採血で検査ができるので、ぜひお申し込みください。
自分の元気！健康！を見つけるきっかけにご利用ください。

≪保健事業・介護予防事業一覧≫
※詳細については、全戸・回覧チラシまたは郵送でお知らせします。
※ご不明な点があれば成人・母子保健事業は保健福祉課健康増進係（TEL：64-3319）、介護予防事業は地域包括
　支援センター（TEL：67-2299）にご相談ください。

今月は、保健師　小森　麗奈　です

保健事業・介護予防事業

のお知らせ

ごめんください
保健師です！ 410

保　健　事　業 内　　　容 時　期 対　象 おすすめポイント

健

　

康

　

診

　

査

頭部検診
頭部ＭＲＡ・ＭＲＩ検査

頸部ＭＲＡ検査

①11月10日

～12月９日

②２月12日

～３月31日

20～74歳
脳や血管の状態がわかり

ます。

結核検診 胸部レントゲン検査 ９月17日 18歳以上
各地区を検診バスが巡回

します。

肝がん検診 腹部エコー、血液検査他 10月18日 肝臓専門スタッフによるがん検診です。

予
防
接
種

定期予防接種

高齢者インフルエンザワクチン 10月～12月 65歳以上 国保病院では無料で接種

ができます。高齢者新型コロナワクチン 未定 65歳以上

高齢者肺炎球菌ワクチン 未定 満65歳
65歳を迎えた方～66歳ま

での方が接種対象です。

帯状疱疹ワクチン 未定
50歳から５歳
刻みの年齢

定期接種は65歳から。

町では50歳からの5歳刻み

の年齢にも助成を実施。

運
動

フィットネス

スクール

ストレッチ、有酸素運動、

筋トレ、ヨガ、ズンバなど

７月～９月 

（年10回）
20歳～64歳

みんなで楽しく身体を動

かしリフレッシュ！

母

子

保

健

事

業

相
談
＆
健
診

乳児相談＆健診 身体と心の発達や離乳食・おやつ、

虫歯予防について一緒に確認しま

す。

就学前の幼

児がいる家

庭に送付さ

れる母子カ

レンダーを

ご覧下さ

い。

１ヶ月～11ヶ

月

同じ月齢の子どもが集ま

り、絵本の読み聞かせや歯

みがき指導、離乳食教室を

行います。衣類等のリサイ

クル用品もあります。
幼児相談＆健診 １歳～５歳

フ ッ 素 塗 布 歯科検診・歯科指導・フッ素塗布 就学未満児

歯科診察や虫歯予防のた

めのフッ素塗布、虫歯が

あった場合には進行止め

の塗布もできます。

予
防
接
種

定 期 予 防 接 種
５種混合、ロタ、肺炎球菌、Ｂ型肝
炎、ＢＣＧ、麻疹風疹、水痘、日本
脳炎、２種混合、子宮頸がん、おた
ふくかぜ、インフルエンザ

委託医療機

関の指定す

る日

対象のお子さ

んに個別案内

疾病予防のために接種時

期が来たら早めに接種し

ましょう。任 意 予 防 接 種

不妊症・不育症

治療助成事業

不妊症または不育症と診断され、治
療等を行った夫婦に治療費を助成
（上限あり）

４月～３月
町内在住夫婦 

（所得制限あり）

検査・治療の費用を町が助
成します。申請・相談等ご
活用ください。

中学生ピロリ菌

対策事業

ピロリ菌の尿中抗体検査と除菌治

療費の助成
４月～３月 中学２年生

早期に胃がんの原因とな

るピロリ菌を除去し、胃が

んのリスクを軽減します。

子

育

て

支

援

事

業

子育て広場

ぽてっ子

自由に集まって、お母さん同士情報

交換ができる場です。
月２回

妊婦～就園し

ていないお子

さんと保護者

認定こども園はぜるの「ぽ

てっと」で開催！子育てが

楽しくなる場です！

園開放

どんどんパーク
こども園内外でのイベントです。 月２～３回

就園していな

いお子さんと

保護者

こども園を開放し、同年代

の子と遊ぶイベントです。

すまいる☀サンＤＡＹ
日曜日に親子で参加できるイベン

トです。
年４回

お子さんとそ

の家族

日曜日に親子で参加でき

る季節イベントです。

介

護

予

防

事

業

健

康

教

室

・

集

い

元気はつらつ教室 筋力アップとバランスを保つ運動
３地区で毎

月３～４回
55歳以上 みんなで楽しくお話をし

たり、体を動かすことで、

心も体も元気になります。さ わ や か 教 室 身体と頭の体操や作品づくりなど
毎月

（２～３回）

介護予防対象

の高齢者

介護予防フェア

介護や認知症など、高齢期に起こり

やすい課題についての学習や体験

を実施

冬期間 住民

大切な家族のために介護・

認知症のポイントを学び

ましょう。

サ ロ ン
地域ごとに開かれる交流の場。音楽

や作品作りなど
４月～３月 各地区住民

心身の機能向上や健康維

持のための集いです。
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食生活
改　善
協議会

（４食分）

塩こうじ入り
豆腐ハンバーグ

　ひき肉生地に豆腐を加えることで脂質を

カットし、ふんわり軽い口当たりのハンバ

ーグに仕上げます。

　塩こうじは肉のうまみアップさせる効果

があるので、揚げ物や下味など様々な料理

用途におすすめです。

食改からの
コメント

【材料】 【数量】 【作り方】

合いびき肉 ３００ｇ ①豆腐はキッチンペーパーで水切
りします。玉ねぎはみじん切りに
し、適量の油で透き通るまで炒め
ておきます。パン粉は牛乳を加え
て浸しておきます。

②ボウルにひき肉、豆腐、炒め玉
ねぎ、卵、パン粉、塩こうじを加
えて粘り気が出るまでよく捏ねま
す。

③生地を楕円形に形成し、熱した
フライパンで両面を軽く焼きます。
ひたひた量の水を加えて水分が無
くなるまで蒸し焼きにします。ハ
ンバーグから透明な肉汁が出てき
たら完成です。

豆腐 １００ｇ

玉ねぎ １／２個

卵 １個

パン粉 大さじ２

牛乳 大さじ３

塩こうじ

（無ければ塩こしょう）

小さじ１

少々

油 適量

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

※
（　

）
内
は
前
職

〇
派
遣

▼
株
式
会
社
ハ
チ
ャ
ム(

政
策
推

進
課
商
工
観
光
係)

蛯
名
拓
斗

○
課
長
職

▼
総
務
財
政
課
長
兼
選
管
書
記
長

（
総
務
財
政
課
長
兼
情
報
管
理
係

長
兼
選
管
書
記
長
兼
監
査
書
記
）

安
田
光 

▼
政
策
推
進
課
長
（
政

策
推
進
課
長
兼
商
工
観
光
係
長
）

津
野
修
　
▼
住
民
税
務
課
長
兼
住

民
係
長
（
住
民
税
務
課
長
）
安
沢

富
士
子
　
▼
保
健
福
祉
課
長
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
（
議

会
事
務
局
長
）
安
達
達
也
　
▼
農

林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
兼
林
業
振
興
係
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
総
務
係
長
）
沼
下
利
広

▼
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
書
記

（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保
険

係
長
）
藤
田
智
美

○
補
佐
職

▼
政
策
推
進
課
長
補
佐
兼
商
工
観

光
係
長
（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
こ

ど
も
園
係
長
）
佐
藤
武
徳

○
主
幹
職

▼
総
務
財
政
課
主
幹
兼
経
理
管
財

係
長
（
住
民
税
務
課
主
幹
兼
住
民

係
長
）
中
里
孝
子
　
▼
政
策
推
進

課
主
幹
兼
政
策
推
進
係
長
（
住
民

税
務
課
主
幹
兼
国
保
係
長
）
中
川

一
秀
　
▼
政
策
推
進
課
主
幹
兼
脱

炭
素
推
進
係
長
（
政
策
推
進
課
主

幹
兼
政
策
推
進
係
長
）
木
口
孝

志
　
▼
住
民
税
務
課
主
幹
兼
国
保

係
長
（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
子
育

て
支
援
係
長
兼
健
康
増
進
係
）
藤

八
伸
太
郎
　
▼
保
健
福
祉
課
主
幹

兼
介
護
保
険
係
長
（
農
林
課
主
幹

兼
農
村
整
備
係
長
）
板
坂
勇
　
▼

保
健
福
祉
課
主
幹
兼
こ
ど
も
園
係

長
（
国
保
病
院
主
幹
兼
医
事
係
長

兼
総
務
係
）
林
慶
太
　
▼
農
業
委

員
会
事
務
局
主
幹
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
総
務
係
長
兼
林
業
振
興
係

長
（
総
務
財
政
課
付
）
中
里
知
弘　

▼
建
設
水
道
課
主
幹
［
上
下
水
道

担
当
］
（
建
設
水
道
課
主
幹
兼
上

下
水
道
係
長
）
森
英
治　

▼
国
保

病
院
副
看
護
師
長
（
国
保
病
院
主

任
看
護
師
）
丹
保
麻
美　

○
係
長
・
主
査
職

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
長
兼
選
管

書
記
（
総
務
財
政
課
総
務
係
長
兼

選
管
書
記
兼
監
査
書
記
）
青
柳
秀

和　

▼
総
務
財
政
課
情
報
管
理
係

長
（
総
務
財
政
課
情
報
管
理
係
主

査
）
大
山
剛
弘　

▼
保
健
福
祉
課

健
康
増
進
係
長
（
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
主
査
）
並
川
麻
子　

▼

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長

（
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
兼

子
育
て
支
援
係
）
小
西
智
晴　

▼

農
林
課
農
村
整
備
係
長
（
農
林
課

農
業
振
興
係
主
査
兼
林
業
振
興

係
）
上
條
公
大　

▼
建
設
水
道
課

上
下
水
道
係
長
（
建
設
水
道
課
上

下
水
道
係
主
査
）
久
保
田
和
敏　

▼
議
会
事
務
局
総
務
係
長
兼
監
査

書
記
（
議
会
事
務
局
総
務
係
長
）

首
藤
浩
平　

▼
国
保
病
院
医
事
係

長
兼
総
務
係
（
総
務
財
政
課
経
理

管
財
係
長
）
能
代
一
史　

▼
総
務

財
政
課
財
政
係
主
査
兼
経
理
管
財

係
（
総
務
財
政
課
財
政
係
兼
経
理

管
財
係
）
小
森
賢
人　

▼
保
健
福

祉
課
健
康
増
進
係
主
査
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
主
査
［
役
職

定
年
］（
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
木
村

千
律　

▼
農
林
課
農
業
振
興
係
主

査
（
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
帰
任
）
川
瀬
皓
太　

▼
農
林
課
林
業
振
興
係
主
査
兼
農

村
整
備
係
（
農
林
課
林
業
振
興
係

兼
農
村
整
備
係
）
堂
下
貴
宏　

▼

建
設
水
道
課
建
築
施
設
係
主
査
兼

管
理
係
（
建
設
水
道
課
上
下
水
道

係
主
査
）
福
島
耕
　
▼
建
設
水
道

課
上
下
水
道
係
主
査
（
建
設
水
道

課
管
理
係
主
査
兼
建
築
施
設
係
）

紺
野
和
美

○
係
職

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
兼
選
管
書

記
（
総
務
財
政
課
総
務
係
兼
選

管
書
記
兼
監
査
書
記
）
柴
崎
重

博　

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
兼
情

報
管
理
係
（
総
務
財
政
課
情
報
管

理
係
兼
総
務
係
）
三
上
裕
介　

▼

総
務
財
政
課
情
報
管
理
係
兼
総
務

係
（
総
務
財
政
課
総
務
係
）
三
上

信　

▼
政
策
推
進
課
脱
炭
素
推
進

係
（
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係
）

浅
野
目
裕
太　

▼
保
健
福
祉
課
福

祉
係
兼
健
康
増
進
係
（
保
健
福

祉
課
福
祉
係
）
亀
井
祐
作　

▼
農

林
課
農
業
振
興
係
兼
林
業
振
興
係

（
農
林
課
農
業
振
興
係
）
鈴
木
隆
二　

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
１
日
付
）

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
３
月
31
日
付
）

※
（　

）
内
は
前
職

○
退
職

▼
（
建
設
水
道
課
土
木
係
主
査
）

大
森
秀
行
　
▼
（
国
保
病
院
看
護

師
）
川
股
登
和
子

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

係
（
総
務
財
政
課
付
）
佐
藤
優
平　

▼
政
策
推
進
課
脱
炭
素
推
進
係
兼

商
工
観
光
係
（
新
採
用
）
松
本
琴

音　

▼
住
民
税
務
課
住
民
係
（
新

採
用
）
三
上
夏
依　

▼
保
健
福
祉

課
健
康
増
進
係
［
保
健
師
］（
新

採
用
）
對
島
彩
夏　

▼
保
健
福
祉

課
健
康
増
進
係
［
保
健
師
］（
新

採
用
）
橋
端
茉
羽　

▼
保
健
福
祉

課
こ
ど
も
園
係
［
保
育
教
諭
］（
新

採
用
）
亀
井
透
音　

▼
農
林
課
農

業
振
興
係
（
新
採
用
）
西
里
太
壱　

▼
建
設
水
道
課
土
木
係
兼
管
理
係

［
技
師
］（
新
採
用
）
坂
田
康
太
郎

○
再
任
用

▼
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査
兼
健
康
増
進

係
（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査
兼
健
康
増
進
係

〔
再
任
用
〕
）
三
橋
玲
子　

▼
国
保

病
院
准
看
護
師
（
国
保
病
院
准
看

護
師
〔
再
任
用
〕
）
下
川
部
紀
子  ★問合せ先　住民税務課国保係、課税収納係　☎６４-３３１３

令和７年度から国民健康保険税の税率が変わります
　北海道では、令和 12 年度を目途に、全道どこに住んでいても同じ所得・世帯構成であれば同じ保険料負

担となる「加入者負担の公平化」を目指しています。このためには、道内各市町村において、将来に向けた

検討、準備を進めていく必要があり、資産割を採用している市町村は、令和８年度までに資産割を廃止し令

和９年度から３方式（所得割・均等割・平等割）とすることとされております。

　これを受けて本町では、令和６年度から資産割を段階的に減率し令和８年度までに廃止することとしてお

りましたが、令和７年度に向けて再度検討した結果、下表のとおり資産割を廃止し、所得割、均等割、平等

割を据え置くこととしましたのでお知らせいたします。

　なお、国民健康保険税の納税通知書は７月に発送いたします。納税通知書が届きましたら納期内納付に皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。

 ●改定内容は下の通りです。

　所得が一定額以下の世帯には、保険税を軽減する制度があります。税率の改正内容や軽減、納税に関する

お問い合わせは住民税務課国保係及び課税収納係までお願いいたします。

改定内容 令和６年度（改正前） 令和７年度（改定後） 増減

医療給付費分

所得割 7.75% 7.75% －

資産割 24.67% 0.00% △24.67%

均等割 31,000円 31,000円 －

平等割 29,000円 29,000円 －

後期高齢者支援分

所得割 2.50% 2.50% －

資産割 6.67% 0.00% △6.67%

均等割 10,500円 10,500円 －

平等割 8,000円 8,000円 －

介護納付金分

※40～64歳の人のみ

所得割 1.64% 1.64% －

資産割 4.00% 0.00% △4.00%

均等割 10,000円 10,000円 －

平等割 6,000円 6,000円 －
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課・局名
直通電話番号

（市外局番0139）
係名：主な業務内容

総務財政課 

選挙管理委員会
64－3311

総　務　係：人事、庁舎・山村開発センター管理、情報公開、選挙、監査

財　政　係：財政計画・予算、地方交付税、町債

経理管財係：経理、財産管理、地域情報インフラ

情報管理係：防災、国民保護、庁内ネットワーク

政策推進課 64－3312

政策推進係：地方創生、統計、移住促進、広報広聴、ＨＰ、地域公共交通

商工観光係：商工会、観光協会、キャンプ場、道の駅、うずら温泉、

　　　　　　ふるさと納税

脱炭素推進係：再生可能エネルギーに関すること

住民税務課 64－3313

住　民　係：戸籍、住民票、印鑑証明、マイナンバーカード、パスポート、

　　　　　　火葬許可、国民年金

課税収納係：町税・国保税の賦課、確定申告、固定資産税

国　保　係：国民健康保険、後期高齢者医療、医療給付

生活安全係：墓地、畜犬登録、不法投棄、蜂駆除、消費者行政、地区駐在員、

　　　　　　町内会、交通安全

保健福祉課
（あゆみ） 64－3319

福　祉　係：障害者福祉、高齢者福祉、生活保護、保健福祉総合ｾﾝﾀｰ管理

介護保険係：介護保険、居宅介護支援事業者・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ事業者の指定

地域包括支援センター係：高齢者等の総合相談・支援、介護予防

健康増進係：各種検診、健康相談、予防接種、母子保健、精神保健

子育て支援係：公営塾、学童保育、放課後子ども教室、児童手当

保健福祉課 
（はぜる） 56－7310 こ ど も 園 係：認定こども園はぜる管理・運営、発達支援 

農林課
農業委員会 64－3314

農業振興係：農業・畜産振興、営農改善、農業後継者・担い手の育成

農村整備係：農地整備・開発、土地改良団体の指導、鶉ダム管理

林業振興係：林業振興・育成、林産団体の指導、治山事業、有害鳥獣

農業委員会：農業者年金、売買・貸借・相続など農地に関すること

農林課
（活性化センター） 65－6061 農業振興係：農業活性化センター運営、試験栽培、土壌診断

建設水道課
（庁舎１階） 64－3315

管　理　係：道路の認定・管理、河川敷地の占用、道路改良の促進

土　木　係：道路・河川・橋梁・堤防等の新設・維持管理、排水路

建築施設係：公有建物・町営住宅の施工・営繕、持家奨励金、町営住宅・

　　　　　　集会施設・公園の管理・運営

建設水道課
（庁舎２階） 64－3316 上下水道係：上下水道の維持管理、下水道・合併浄化槽の整備

議会事務局 64－3317 議会事務局：議会に関すること

教育委員会 64－3318
学校教育係：学校施設の維持管理、学校教育に関すること

社会教育係：生涯学習、ｽﾎﾟｰﾂ振興、社会教育団体の育成、図書館、文化財

給食センター 56－1147 総合給食センター係：学校給食・こども園給食等に関すること

国保病院 64－3036
総　務　係：施設の維持管理・営繕、栄養計画・調理

医　事　係：診療報酬、診療録、患者の受付・入退院、診療契約

役場への電話は直通電話（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）が便利！
役場に電話をするときは用件のある担当課に直接電話がつながるダイヤルインが便利！
より迅速な電話対応が可能となります。各係へのご用命は次の番号にお掛けください。

令和７年度に出生、死亡、死産、婚姻または

離婚の届出をされる方へお願い
　令和７年度中に、町の窓口にて下記対象の届出をされる方へ、「人口動態調査」のご協力をお願いします。

　５年に一度、国勢調査実施年に実施される調査となります。調査結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉

など各施策のための基礎資料として活用されます。人口動態調査で使用する情報は統計法により厳しく守ら

れます。安心してご記入ください。

＜対　　象＞令和７年４月１日～令和８年３月 31 日までの出生、死亡、死産、婚姻および離婚の届出

　

＜調査方法＞各届書の「職業」欄に職業の記入をお願いします。

 ★問合せ先　住民税務課住民係　☎６４-３３１３
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急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

４
月
の
休
日
当
番
医

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

4月5日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 6日（日） 勤医協診療所（52-1366）

12日（土） 厚沢部町国保病院（64−3036） 13日（日） 道立江差病院（52-0036）

19日（土） 勤医協診療所（52-1366） 20日（日） 乙部町国保病院（62−2331）

26日（土） 佐々木病院（52-1070） 27日（日） 厚沢部町国保病院（64−3036）

29日（火） 道立江差病院（52-0036）

休日当番医体制が

変わります

　４月より、休日夜間当番医体制が変わります。午前９時～17時（日中）は、25頁記載の通り、
各町の病院が当番医として対応しますが、17 時以降（夜間）は平日、土日祝日ともに当番
医は「道立江差病院」となります。ご注意ください。

17 時以降（夜間）は

道立江差病院です。

平日、土日
祝ともに

防災ハザードマップの改訂
（旧）

（新）

＜主な改訂点＞
・指定河川が増えました（ 前回７河川 → 今回 11 河川 ）。
・マップと情報学習編を１冊にまとめました。

３月 28 日より各戸配布いたします。ご覧ください。

（
17
時
以
降
は
道
立
江
差
病
院
が
当
番
医
と
な
り
ま
す
）

携
帯
１
１
９
番
発
信
者

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

　

檜
山
広
域
行
政
組
合
で
は
、
令

和
７
年
４
月
1
日
よ
り
携
帯
電
話

か
ら
の
１
１
９
番
緊
急
通
報
の
対

応
を
迅
速
に
す
る
た
め
、
発
信
者

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
を
江
差

消
防
署
に
導
入
し
、
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯
電
話

の
１
１
９
番
通
報
に
お
い
て
、
音

声
通
話
と
併
せ
て
通
報
者
の
発
信

位
置
に
関
す
る
地
図
情
報
を
取
得

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
各

町
の
管
轄
消
防
署
へ
の
転
送
、
災

害
地
点
等
の
早
期
特
定
・
覚
知
か

ら
出
動
ま
で
の
時
間
短
縮
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
檜
山
広
域

行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
　
　
　

　
　
　
　
　
☎
５
２
‐
３
０
２
６

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

　

例
年
、
ご
協
力
を
頂
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
ク
リ
ー
ン
作
戦

「
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
の
日
」
に
つ

い
て
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

■
日
時

令
和
７
年
４
月
19
日

（土）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

■
実
施
場
所　
　

　

回
覧
す
る
実
施
計
画
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

●
ゴ
ミ
袋
は
、
透
明
ま
た
は
半

透
明
で
中
身
が
確
認
で
き
る
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
燃
や
せ
る
・
燃
や
せ
な
い
ゴ

ミ
の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
天
候
状
況
に
よ
り
、
急
遽
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

　
４月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
８日（火）・９日（水）
22 日（火）・23 日（水）

※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
花田先生から下肢静脈瘤について　その３花田先生から下肢静脈瘤について　その３

　江差病院では下
かしじょうみゃくりゅう

肢静脈瘤の手術は行えませんの

で、根治的な治療を希望される患者さんは、函館

の病院へ紹介して治療していただくこととしてい

ます。日本メドトロニック株式会社の調査によれ

ば、下肢静脈瘤の疑いがある人は日本全体で全人

口の 10％以上、1,000万人以上と推計されていま

す。

　現在の厚沢部町の人口は 3,300 人ほどなので、

単純計算でいえば、厚沢部町にも 300 人程患者さ

んがいることになります。脚の症状が気になる方

や、見た目の問題で脚の出る服が着られないなど、

お悩みの方は受診してみてくださいね。

（参考）下肢静脈瘤に関する意識調査 2021

総合診療内科医師

　花田　健斗

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　4.18日（午前11時迄の受付）
午後　4.10.18日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　11.25日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科
午前　14日（午前11時迄の受付）
４月から曜日変更となりました。

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　1.8.21.22日（午前11時迄の受付）
午後　7.21日

耳鼻咽喉科
午前　1.2.10.15.16.24.30日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　9.23日

眼 科
午前　10.24日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　2.16.23日

皮 膚 科 午前　火曜日

４月～５月　行事＆お知らせ

 ★問合せ先　総務財政課情報管理係　☎６４-３３１１
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－４月＆５月の行事＆お知らせ－

講習会名 日時 学科会場 受講料 申込期間

車両系建設機械
運転業務従事者安全衛生教育

５月８日（木）

檜山建設
会館

10,670
円

４月17日（木）
～５月１日（木）

玉掛業務従事者安全衛生教育 ５月９日（金）
10,890
円

４月17日（木）
～５月１日（木）

職長・安全衛生責任者教育 ５月19日（月）
9,900
円

４月28日（月）
～５月12日（月）

講
習
会
受
講
者
を
募
集

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有
資

格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、
次
の

通
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】　

　

建
災
防
江
差
分
会

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
１
８
１
３

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
34
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、
道
内
各
地
よ

り
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
審
査
員
と

し
て
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程　

６
月
７
日

（土）
・
８
日

（日）

（
※
右
記
日
程
の
い
ず
れ
か
１
日
）

◆
場
所　

札
幌
市
中
央
区

　

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

　

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

　

募
集
要
綱
と
応
募
用
紙
を
左
記

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
の
上
、
４
月
25
日
迄
（
必

　

着
）
に
提
出
。

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://www.yosakoi-soran.jp/

★
問
合
せ
・
応
募
用
紙
送
付
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭　

　

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁　

　

目
北
海
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

（
仮
称
）
上
ノ
国
風
力
発
電
事

業
に
係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
」
の
公
表
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
。
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
が
10
．
31
％

（
プ
ラ
ス
0.1
ポ
イ
ン
ト
）
、
介
護
保

険
料
率
が
1
．
59
％
（
マ
イ
ナ
ス

０
．
01
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
料
率

の
改
定
に
関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
と
は
、

地
方
税
（
法
人
道
民
税
や
法
人
事

業
税
な
ど
）
の
申
告
や
納
税
等
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
共
通
の

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
や
事
務
所
内
に
て
申
告

手
続
き
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
課
税
係

☎
１
３
９
‐
５
２
‐
６
４
７
２

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（e
L
T
A
X

）
を
ご
存
じ
で
す
か

　

新
規
学
校
卒
業
者
（
高
校
・
中

学
校
）
の
求
人
は
６
月
１
日

（日）
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
付
を
開
始

し
、
７
月
１
日

（火）
か
ら
公
開
開
始

を
し
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
人
材
確
保
の

た
め
、
求
人
の
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　
　
　
　
　
　
　 

☎
５
２
‐
０
１
７
８

新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
込
を

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
４月 12 日・26 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問合せ先】南部桧山清掃センター（☎ 0139-53-6301）

令和７年２月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,050 925 1,025 1,950（＋2）

鶉地区 305 275 285 560（－1）

館地区 415 358 389 747（－2）

全 町 1,770 1,558 1,699 3,257（－1）

※外国人住民を含む

町の人口

（３月20日届出分まで）

今月の寄附件数 99件

今月の寄附金額 3,711千円
令和６年度

寄附件数累計 2,331件
令和６年度

寄附金額合計 42,767千円

前年度寄附金額 15,884千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（３月 19 日届出分まで）

戸籍の窓

連続１５３ 日１

令和７年３月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
鶉
町
町
内
会
へ
寄
附

　

鶉　

町　

山
本
節
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

座
椅
子
10
脚

－４月＆５月の行事＆お知らせ－

◎
ま
な
び
っ
く

☆
４
月
８
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
４
月
24
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
４
月
16
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
講
習

職業訓練等講座名

玉掛け技能講習
フォークリフト

運転技能講習

小型移動式クレーン

運転技能講習

日程
４月23日（水）

～25日（金）

５月７日（水）

～10日（土）

５月15日（木）

～17日（土）

受講資格

●クレーン関係の運

転士免許所有者また

は技能講習終了者

（15ｈコース）

●18歳以上

　（19ｈコース）

大型自動車免許、中

型自動車免許、普通

自動車免許または、

大型特殊自動車運転

免許を有する方

●クレーン・デリック

・揚貨装置いずれかの

運転免許所有者及び

玉掛けまたは床上捜

査指揮クレーン技能

講習終了者

（16ｈコース）

●18歳以上

　（20ｈコース）

受講料
28,105円（19ｈ）

25,905円（15ｈ）
40,150円

38,005円（20ｈ）

35,805円（16ｈ）

申込期限 ４月14日（月） ４月25日（金） ５月７日（水）

令
和
７
年
度
春
季
「
技
能
講
習
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

ま
な
び
っ
く
で
は
令
和
７
年
度

春
季
「
技
能
講
習
」
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
講
座
名
に

つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
定
員　

各
コ
ー
ス
10
名

◆
受
講
会
場

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

　

江
差
町
字
南
ヶ
丘
７-

１
７
２

◆
申
込
方
法

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

予
約
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】　

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
１
６
０

▲ふるさと納税で
　厚沢部町を応援してください！
　（町特設ＨＰは二次元コードから）

おくやみもうしあげます

南館町　櫻庭　礼治さん（88 歳）02/11

鶉　町　紺野　勝行さん（70 歳）02/26

館　町　前野　政夫さん（92 歳）02/28

おたんじょうおめでとう！

館町　　伊勢谷　　颯
はやて

　　くん  02/25

　　　　（大さん＆遥さん）

南部桧山清掃センターは４月から
第２・第４土曜日が休業日です。

休業日はごみの搬入ができません。
ご注意ください。

　

上
ノ
国
風
力
開
発
株
式
会
社

は
、
上
ノ
国
町
及
び
厚
沢
部
町
に

て
計
画
し
て
い
る
風
力
発
電
事
業

に
関
す
る
「
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
」
を
次
の
通
り
公
表
し
ま
す
。

●
縦
覧
図
書

（
仮
称
）
上
ノ
国
風
力
発
電
事
業

に
係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書

●
事
業
実
施
想
定
区
域
の
位
置

上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町

●
縦
覧
場
所

厚
沢
部
町
役
場
1
階

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

縦
覧
も
4
月
17
日
よ
り
行
い
ま

す
。

電

子

縦

覧

UR
L

（h
ttp

s://

d
a
t
a
.
j
w
d
.
c
o
.
j
p
/
i
n
f
o
/

ka
min

okuni
/

）

●
縦
覧
期
間

　

4
月
17
日

（木）
～
5
月
22
日

（木）

●
意
見
書
受
付
終
了
日

　

5
月
22
日

（木）
（
当
日
消
印
有
効
）

　

計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に
つ
い

て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご

意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
意
見
記

入
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
（
意

見
の
理
由
を
含
む
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
意
見
書
受
付
終
了
日
ま
で

に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
御
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見

書
箱
へ
の
投
函

・
問
い
合
わ
せ
先
へ
の
郵
送

●
縦
覧
・
意
見
書
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
問
合
せ
先

〒
１
０
０
－
６
０
１
５　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
２
番
５

号
霞
が
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
15
階
日

本
風
力
開
発
株
式
会
社
内　

担
当
：
長
谷
川

☎
０
３
‐
３
５
１
９
‐
７
４
８
１

（
土
日
祝
日
を
除
く
9
時
30
分
～

17
時
30
分
）
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広報あっさぶ

令和７年４月号（第 736 号）

あとがき
▼
今
号
で
12
回
目
の
広
報
作

成
と
な
り
、
丸
１
年
（
１
周
）

の
作
成
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
す
べ
り
台
を
滑
っ

て
い
る
間
の
よ
う
な
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
年
で
し
た
。
こ
れ

も
ソ
フ
ト
な
（
優
し
い
）
目
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
て
、「
２
周
目
の

抱
負
を
！
」
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
度
の
人
事
異

動
で
、
広
報
担
当
を
卒
業
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
町
の
魅
力
が
伝
わ

る
よ
う
に
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
残
念
で
す
。
新
し
い
部

署
に
て
今
後
の
「
広
報
あ
っ
さ

ぶ
」
を
楽
し
く
拝
見
し
ま
す
。

▼
嘘
で
す
。
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
で
す
。
私
の
人
事
異
動
は
あ

り
ま
せ
ん
。
２
周
目
も
頑
張
り

ま
す
。

▼
３
月
後
半
は
卒
業
式
、
卒
園

式
で
し
た
。
各
所
で
目
を
潤

ま
せ
な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

気
持
ち
が
入
っ
て
し
ま
い
「
旅

立
ち
の
日
に
」
を
体
育
館
の
後

ろ
で
生
徒
と
同
じ
く
ら
い
の

声
量
（
何
な
ら
思
春
期
男
子
よ

り
大
き
い
声
量
）
で
歌
い
ま
し

た
。
最
近
、
額
の
シ
ワ
が
気
に

な
る
私
で
す
が
、
あ
の
時
だ
け

は
中
学
生
に
戻
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
し
た
。

▼
卒
業
、
卒
園
さ
れ
る
皆
さ

ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
皆
さ
ん
の
門
出

が
希
望
に
満
ち
た
も
の
に
な

り
ま
す
よ
う
に
、
祈
っ
て
い
ま

す
。（
あ
ら
き
）

時
と

間
き

刻 む
を

小中学校『卒業式』小中学校『卒業式』

▲厚沢部中学校　保護者と記念撮影

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！▲厚沢部小学校　卒業生斉唱　

▼館小学校卒業生と５年生で記念撮影 ▼鶉小学校　保護者と教諭と記念撮影

▲厚沢部中学校　在校生からの言葉に涙する生徒

▲厚沢部小学校　保護者と記念撮影

▼館小学校　卒業証書授与

▼厚沢部中学校　卒業生代表の言葉


